
資 料 １ １

保 護 管 理 を 担 う 人 材 の 育 成

【 目 的 ・ 概 要 】

ヒ グ マ の 出 没 が 多 発 し て い る 市 街 地 周 辺 に お け る 総 合 的 ヒ グ マ 対 策 に 必 要 な 危 機 管 理 体 制 の 構 築 を 推 進 す る た め 、

地 域 に お け る 総 合 的 な ヒ グ マ の 保 護 管 理 の 担 い 手 を 育 成 す る た め の 研 修 会 を 実 施 す る 。

１ ． 保 護 管 理 人 材 を 育 成 す る 必 要 性

○ 危 機 管 理 体 制 の 充 実 を 図 る た め に は 「 捕 獲 を 担 う 人 材 」 と 「 保 護 管 理 を 担 う 人 材 」 に よ る 体 制 の 構 築 が 必 要

○ 捕 獲 中 心 の 対 策 だ け で は あ つ れ き を 軽 減 す る 効 果 は 小 さ く 、 地 域 個 体 群 の 存 続 に も 悪 影 響

○ あ つ れ き の 軽 減 と 地 域 個 体 群 の 存 続 を 両 立 す る た め 、 次 の 対 応 を す べ て 担 う 保 護 管 理 人 材 の 育 成 が 必 要

① あ つ れ き 発 生 ② 有 害 性 の 判 断 ③ 問 題 個 体 の 特 定 ④ 問 題 個 体 の 的 確 ・ 迅 速 な 捕 獲 ⑤ 発 生 原 因 の 把 握 ・ 除 去

２ ． 事 業 内 容

目 的 保 護 管 理 を 担 う 人 材 と し て の 市 町 村 職 員 、 振 興 局 担 当 職 員 等 の 能 力 向 上 を 図 る 。

対 象 者 市 町 村 職 員 、 振 興 局 担 当 職 員 、 地 域 お こ し 協 力 隊 ほ か

内 容 １ 日 目 【 座 学 】 ヒ グ マ の 生 態 、 出 没 要 因 の 解 析 、 危 機 管 理 体 制 の あ り 方 、 住 民 の 安 全 対 策

２ 日 目 【 実 習 】 痕 跡 の 確 認 方 法 、 移 動 経 路 の 遮 断 方 法 、 的 確 な 防 除 策

区 分 内 容 備 考

開 催 概 要 開 催 数 ６ 回 ： 各 地 域 個 体 群 で １ 回

（ 道 東 ・ 宗 谷 は エ リ ア が 広 い た め 、

２ 箇 所 で 実 施 ） ○ H2 7 H 2 8開 催 の 研 修 で は 「 農 業 被 害 防 止 」

時 期 出 没 が 多 発 し て い る ７ ～ ８ 月 。 に 焦 点 を 当 て た の に 対 し 、 近 年 多 発 し て い

被 害 現 場 の 状 況 把 握 及 び 実 習 に 適 当 る 「 市 街 地 侵 入 防 止 と 対 応 」 を 課 題 と し た

開 催 地 研 修 と す る 。

渡 島 半 島 後 志 管 内 島 牧 村 （ 予 定 ）

積 丹 ・ 恵 庭 石 狩 管 内 札 幌 市 （ 予 定 ） ○ 開 催 地 は 、 H3 0に 市 街 地 侵 入 の 様 々 な 課 題

天 塩 ・ 増 毛 上 川 管 内 旭 川 市 （ 予 定 ） を 抱 え る 市 町 村 か ら 選 定 。

道 東 ・ 宗 谷 根 室 管 内 羅 臼 町 、 網 走 市 （ 予 定 ）

日 高 ・ 夕 張 十 勝 管 内 帯 広 市 （ 予 定 ）


